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Cisco Unified IP Phone をネットワークに
設置するための準備

Cisco Unified IP Phone を使用すると、データ ネットワーク上で音声による通信が可能になります。こ

の機能を提供するために、IP 電話は、他の主要な Cisco Unified IP Telephony およびネットワーク コ
ンポーネントに依存し、やり取りしています。たとえば、Cisco Unified Communications Manager、
DNS および DHCP サーバ、TFTP サーバ、メディア リソース、Cisco prestandard PoE などです。

ここでは、Cisco Unified IP Phones 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G と、

Cisco Unified Communications Manager、DNS and DHCP サーバ、TFTP サーバ、およびスイッチと

の間のやり取りを中心に説明します。また、電話機への電力の供給方法についても説明します。

音声通信および IP 通信の関連情報については、次の URL を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/index.html

この章では、Cisco Unified IP Phone と Voice over IP（VoIP）ネットワークのその他の主要コンポーネ

ントとのやり取りについて概要を示します。次の項目について説明します。

• 「他の Cisco Unified IP Communications 製品とのやり取りの概要」（P.2-1）

• 「電話機への電力供給」（P.2-3）

• 「電話機の設定ファイルの概要」（P.2-6）

• 「電話機の起動プロセスの概要」（P.2-7）

• 「Cisco Unified Communications Manager データベースへの電話機の追加」（P.2-9）

• 「さまざまなプロトコルを用いた Cisco Unified IP Phone の使用」（P.2-13）

• 「Cisco Unified IP Phone の MAC アドレスの確認」（P.2-14）

他の Cisco Unified IP Communications 製品とのやり取
りの概要

IP テレフォニー ネットワークで Cisco Unified IP Phone が機能するためには、Cisco Catalyst スイッチ

などのネットワーク デバイスに Cisco Unified IP Phone を接続する必要があります。また、コールを送

受信する前に、Cisco Unified IP Phone を Cisco Unified Communications Manager システムに登録す

る必要があります。

この項では、次の項目について説明します。

• 「Cisco Unified IP Phone と Cisco Unified Communications Manager 間のやり取りの概要」（P.2-2）

• 「Cisco Unified IP Phone と VLAN 間のやり取りの概要」（P.2-2）

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/index.html
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Cisco Unified IP Phone と Cisco Unified Communications Manager 
間のやり取りの概要

Cisco Unified Communications Manager は、オープン型の業界標準コール処理システムです。

Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアは、電話機どうしのコールの開始や切断を行い、

従来の PBX 機能を企業 IP ネットワークに統合します。Cisco Unified Communications Manager は、

IP テレフォニー システムのコンポーネント（電話機、アクセス ゲートウェイ、および電話会議やルー

ト計画などの機能に必要なリソース）を管理します。また、Cisco Unified Communications Manager 
は次のものを提供します。

• 電話機用のファームウェア

• 認証および暗号化（テレフォニー システム用に設定されている場合）

• TFTP サービスを介しての設定ファイル、Certificate Trust List（CTL）ファイル、および Identity 
Trust List（ITL; 証明書信頼リスト）ファイル

• 電話機の登録

• コール プリザベーション（プライマリ Communications Manager と電話機の間でシグナリングが

消失した場合でもメディア セッションを継続するため）

この章で説明している IP デバイスを使用するための Cisco Unified Communications Manager の設定

方法については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』、『Cisco Unified 
Communications Manager System Guide』、および『Cisco Unified Communications Manager Security 
Guide』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone のセキュリティ機能の概要については、「Cisco Unified IP Phone のセキュリ

ティ機能の概要」（P.1-12）を参照してください。

（注） 設定対象の Cisco Unified IP Phone のモデルが、Cisco Unified CM の管理の [電話のタイプ（Phone 
Type）] ドロップダウン リストに表示されない場合は、

http://www.cisco.com/kobayashi/sw-center/sw-voice.shtml にアクセスして、使用するバージョンの 
Cisco Unified Communications Manager に対する最新のサポート パッチをインストールしてください。

関連項目

• 「電話機で使用できる電話機能」（P.5-1）

Cisco Unified IP Phone と VLAN 間のやり取りの概要

Cisco Unified IP Phones 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G にはイーサネット ス
イッチが内蔵されており、パケットを電話機本体、電話機背面のアクセス ポートやネットワーク ポー

トに転送できます。

アクセス ポートにコンピュータが接続されている場合、そのコンピュータと電話機は、スイッチへの

同じ物理リンクとスイッチ上の同じポートを共有します。この共有物理リンクは、ネットワーク上の 
VLAN 設定に次のような影響を及ぼします。

• 現在の VLAN は IP サブネットをベースに設定されている可能性があります。ただし、同じポート

に接続されている他のデバイスと同じサブネットに電話機を割り当てるために、追加の IP アドレ

スを使用することはできません。

• データ /ネイティブ VLAN でプリセットされるデータ トラフィックによって、Voice-over-IP トラ

フィックの品質が低下することがあります。

http://www.cisco.com/kobayashi/sw-center/sw-voice.shtml
http://www.cisco.com/kobayashi/sw-center/sw-voice.shtml
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• ネットワーク セキュリティの観点から、VLAN 音声トラフィックを VLAN データ トラフィック

から分離する必要が生じることがあります。

これらの問題は、音声トラフィックを別の VLAN に移すことで解決できます。電話機が接続されてい

るスイッチ ポートに、次のトラフィックを伝送する別の VLAN を設定します。

• IP Phone で送受信される音声トラフィック（補助 VLAN。たとえば、Cisco Catalyst 6000 シリー

ズなど）

• IP Phone のアクセス ポートを介してスイッチに接続されている PC で送受信されるデータ トラ

フィック（ネイティブ VLAN）

電話機を別の補助 VLAN に分離すると、音声トラフィックの品質が向上し、個々の電話機に割り当て

るだけの十分な IP アドレスがない既存のネットワークに多数の電話機を追加できます。

詳細については、Cisco スイッチに付属のマニュアルを参照してください。また、次の URL からも関

連資料を参照できます。

http://cisco.com/en/US/products/hw/switches/index.html

関連項目

• 「電話機の起動プロセスの概要」（P.2-7）

• 「ネットワークの設定メニュー」（P.4-5）

電話機への電力供給
Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G には、外部電源または 
Power over Ethernet（PoE）で電力を供給できます。外部電源は、個別の電源装置から供給されます。

PoE は、スイッチを電源とし、電話機に接続したイーサネット ケーブル経由で供給されます。

（注） 外部電源を使用する場合、イーサネット ケーブルを電話機に接続する前に、電源装置を電話機に接続

する必要があります。外部電源を使用する電話機を取り外す場合、イーサネット ケーブルを電話機か

ら抜いてから、電源装置を取り外します。

次の項では、電話機への電力供給の詳細について詳しく説明します。

• 「電力供給のガイドライン」（P.2-3）

• 「電話機の消費電力とディスプレイの明るさ」（P.2-4）

• 「停電時の注意」（P.2-5）

• 「電力に関する追加情報」（P.2-5）

電力供給のガイドライン

表 2-1 に、Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G の外部電源お

よび PoE 電源に適用されるガイドラインを示します。

http://cisco.com/en/US/products/hw/switches/index.html
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電話機の消費電力とディスプレイの明るさ

電話機の消費電力は、電源構成によって変わります。電源構成の概要については、表 2-1 を参照してく

ださい。構成オプションごとの電話機の最大消費電力と、対応する電話スクリーンの明るさのレベルに

ついては、表 2-2を参照してください。

（注） 表に記載された消費電力値には、電話機とスイッチを接続するケーブルの電力損失が含まれます。

表 2-1 Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G の電力供給に関するガイドライン

電源の種類 ガイドライン

外部電源：CP-PWR-CUBE-3 
外部電源経由で供給されます。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G は、

CP-PWR-CUBE-3 電源を使用します。

外部電源：
Cisco Unified IP Phone Power 
Injector 経由で供給されます。

Cisco Unified IP Phone Power Injector は、Cisco Unified IP Phone で使用できます。イン

ジェクタは、ミッドスパン デバイスとして機能し、接続された電話機にインライン パ
ワーを供給します。Cisco Unified IP Phone Power Injector は、スイッチ ポートと IP 
Phone の間に接続され、無通電のスイッチと IP Phone の間で最大 100 m のケーブル長を

サポートします。

PoE 電源：スイッチから、電話

機に接続したイーサネット ケー

ブル経由で供給されます。

• Cisco Unified IP Unified IP Phones 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 
7945G は、IEEE 802.3af Class 3 の電力供給（シグナル ペアおよびスペア ペア）をサ

ポートします。

• Cisco Unified IP Unified IP Phones 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 
7945G は、Cisco インライン PoE をサポートしません。

• 電話機の無停電運用を保証するために、必ずスイッチにバックアップ電源を用意します。

• スイッチ上で動作する CatOS または IOS のバージョンが、設置しようとする電話機

に適合することを確認します。オペレーティング システムのバージョン情報について

は、スイッチのマニュアルを参照してください。

表 2-2 消費電力とディスプレイの明るさ（電源構成別）

電話機のモデル 電源構成

スイッチからの

最大消費電力 
電話スクリー

ンの明るさ

Cisco Unified 
IP Phone 7975G、

7965G、7945G

Cisco スイッチ（双方向の電力ネゴシエーションが有効）からの 
IEEE 802.3af Class 3 電源

12 W フル

外部電源 — フル

Cisco Unified 
IP Phone 
7971G-GE

Cisco スイッチ（双方向の電力ネゴシエーションが有効または無

効）からの、またはサードパーティ スイッチからの IEEE 802.3af 
Class 3 電源 

15.4 W ほぼフル

外部電源 — フル
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（注） 電話スクリーンの明るさがフルにならない方式で電話機に電力を供給している場合、電話機の [明るさ

（Brightness）] コントロール（[設定（Settings）] > [ユーザ設定（User Preferences）] > [明るさ

（Brightness）]）で明るさを最大値に設定することはできません。

停電時の注意

緊急時に電話連絡を行うためには、電話機に電力が供給されている必要があります。電源が切断されて

いる場合は、電源供給が再開するまで、修理サービスや緊急連絡用番号にダイヤルできません。電力異

常または停電の場合、修理サービスや緊急連絡用番号にダイヤルする前に、電話機のリセットや再設定

が必要になることがあります。

電力に関する追加情報

電力に関する追加情報については、表 2-3 に示すマニュアルを参照してください。これらのマニュアル

では、次の項目について説明しています。

• Cisco Unified IP Phones 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G と連携する Cisco 
スイッチ

• 双方向の電力ネゴシエーションをサポートする Cisco IOS リリース

• 電力についてのその他の要件と制約

Cisco Unified 
IP Phone 7970G

ポート当たり最大 7 W の電力をサポートするスイッチ（双方向の

電力ネゴシエーションが有効）からの Cisco prestandard PoE
6.3 W 約 1/2

ポート当たり 7 W または 15.4 W の電力をサポートする Cisco ス
イッチ（双方向の電力ネゴシエーションなし）からの Cisco 
prestandard PoE

6.3 W 約 1/2

Cisco スイッチ（双方向の電力ネゴシエーションなし）からの 
IEEE 802.3af Class 3 電源

6.3 W 約 1/2

サードパーティ スイッチからの IEEE 802.3af Class 3 電源 6.3 W 約 1/2

Cisco スイッチ（双方向の電力ネゴシエーションが有効）からの 
IEEE 802.3af Class 3 電源

10.25 W フル1

ポート当たり 15.4 W の電力をサポートする Cisco スイッチ（双方

向の電力ネゴシエーションが有効）からの Cisco prestandard PoE
10.25 W フル

外部電源 — フル

1. 約 1/2 の明るさから始まり、電話機が追加電力をネゴシエートした場合はフルの明るさに変化します。

表 2-2 消費電力とディスプレイの明るさ（電源構成別） （続き）

電話機のモデル 電源構成

スイッチからの

最大消費電力 
電話スクリー

ンの明るさ
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電話機の設定ファイルの概要
電話機の設定ファイルは、TFTP サーバに格納され、Cisco Unified Communications Manager との接

続に関するパラメータを定義します。通常、電話機のリセットが必要となるような変更を 
Cisco Unified Communications Manager に加えると、その変更内容は、電話機の設定ファイルにも自

動的に反映されます。

設定ファイルには、電話機がどのイメージのロードを実行するかに関する情報も含まれています。この

イメージのロードが、電話機に現在ロードされているイメージと異なる場合、その電話機は、TFTP 
サーバと交信して、必要なロード ファイルを要求します （これらのファイルは、ファイルの発信元の

正当性を保証するためにデジタル署名されています）。

また、設定ファイルのデバイス セキュリティ モードが Authenticated に設定されていて、その電話機

の CTL ファイルに Cisco Unified Communications Manager の有効な証明書が設定されている場合、

その電話機は Cisco Unified Communications Manager との Transport Layer Security（TLS; トランス

ポート層セキュリティ）接続を確立します。そうでない場合、電話機は Transmission Control Protocol
（TCP; 伝送制御プロトコル）接続を確立します。Session Initiation Protocol（SIP; セッション開始プロ

トコル）電話機の場合、TLS 接続には、設定ファイルの転送プロトコルが TLS に設定されていること

も必要です（Cisco Unified Communications Manager の SIP セキュリティ プロファイルの転送タイプ

に対応）。

（注） 設定ファイルのデバイス セキュリティ モードが Authenticated または Encrypted に設定されているが、

電話機が CTL ファイルまたは ITL ファイルを受信していない場合は、安全に登録できるように、電話

機は 4 回、ファイルの取得を試みます。

（注） Cisco Extension Mobility Cross Cluster は例外です。この場合は、CTL ファイルがなくてもセキュアなシ

グナリングであるため、電話機は Cisco Unified Communications Manager に TLS 接続を許可します。

Cisco Unified CM の管理でセキュリティ関連の設定値を設定した場合は、電話機の設定ファイルに機

密情報が含まれます。設定ファイルのプライバシーを確保するため、ファイルを暗号化するように設定

する必要があります。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』の

「Configuring Encrypted Phone Configuration Files」を参照してください。

表 2-3 電力に関する関連資料

記載項目 URL

Cisco Unified IP Phone 
Power Injector

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/prod_installati
on_guides_list.html

PoE ソリューション http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns340/ns394/ns147/ns412/networki
ng_solutions_package.html

Cisco Catalyst スイッチ http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps708/tsd_products
_support_series_home.html

サービス統合型ルータ http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/index.html

Cisco IOS ソフトウェア http://www.cisco.com/en/US/products/sw/iosswrel/products_ios_cisco_
ios_software_category_home.html

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/prod_installation_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns340/ns394/ns147/ns412/networking_solutions_package.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps708/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/index.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/iosswrel/products_ios_cisco_ios_software_category_home.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/security/8_0_1/secugd/secuencp.html
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Cisco Unified Communications Manager および TFTP に割り当てられた証明書を含んだ有効な信頼リ

ストを受信していない場合、電話機は、デフォルトの設定ファイル（XmlDefault.cnf.xml）にアクセス

します。

自動登録が有効ではなく、かつ電話機が Cisco Unified Communications Manager データベースに追加

されていない場合は、電話機は Cisco Unified Communications Manager への登録を試みません。自動

登録を有効にするか、または電話機を Cisco Unified Communications Manager データベースに追加す

るまで、電話機は「IP を設定中」のメッセージを表示し続けます。

電話機が登録済みの場合、電話機は SEPmac_address.cnf.xml（mac_address は電話機の MAC アドレ

ス）という設定ファイルにアクセスします。

SIP 電話機の場合、TFTP サーバによって次の SIP 設定ファイルが生成されます。

• SIP IP Phone：

– 署名も暗号化もされていないファイル：SEP<mac>.cnf.xml

– 署名されているファイル：SEP<mac>.cnf.xml.sgn

– 署名され、暗号化されているファイル：SEP<mac>.cnf.xml.enc.sgn

• ダイヤル プラン：<dialplan>.xml

• ソフトキー テンプレート：<softkey_template>.xml

ファイル名は、Cisco Unified CM の管理の [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウにある 
[MAC アドレス（MAC Address）] フィールドと [説明（Description）] フィールドから得られます。

MAC アドレスは、電話機を一意に識別します。詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』を参照してください。

電話機と TFTP サーバがやり取りする方法については、『Cisco Unified Communications Manager 
System Guide』の「Cisco TFTP」を参照してください。

電話機の起動プロセスの概要
Cisco Unified IP Phone を VoIP ネットワークに接続すると、表 2-4 で説明している標準起動プロセス

が開始されます。ご使用の Cisco Unified IP Phone では、個々のネットワークの設定に応じて、これら

のプロセス ステップの一部が省略される場合があります。

表 2-4 Cisco Unified IP Phone 起動プロセス

タスク 目的 関連項目

1. スイッチからの電源の確保。

電話機が外部電源を使用していない場合、電話機に接続さ

れているイーサネット ケーブル経由でスイッチからのイ

ンライン パワーが供給されます。

「電話機への電力供給」（P.2-3） を参照してください。

「起動時の問題の解決」（P.9-1） を参照してください。

2. 保存されている電話機イメージのロード。

Cisco Unified IP Phone には、ファームウェア イメージと

ユーザ定義プリファレンスを保存する、不揮発性のフラッ

シュ メモリがあります。起動時に、電話機はブートスト

ラップ ローダーを実行して、フラッシュ メモリに保存さ

れている電話イメージをロードします。このイメージを使

用して、電話機はそのソフトウェアとハードウェアを初期

化します。

「起動時の問題の解決」（P.9-1） を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_0_1/ccmsys/a02tftp.html
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3. VLAN の設定。

Cisco Unified IP Phone が Cisco スイッチに接続されると、

このスイッチは、スイッチ ポートに定義されているボイス 
VLAN を電話機に通知します。電話機は、事前にその 
VLAN メンバーシップを認識しなければ、IP アドレスに対

するダイナミック ホスト コンフィギュレーション プロトコ

ル（DHCP）要求を処理することができないためです。

「ネットワークの設定メニュー」（P.4-5） を参照し

てください。

「起動時の問題の解決」（P.9-1） を参照してくださ

い。

4. IP アドレスの取得。

Cisco Unified IP Phone は、DHCP を使用して IP アドレス

を取得する場合、DHCP サーバに問い合せます。ネット

ワークで DHCP を使用しない場合は、各電話機にローカル

でスタティック IP アドレスを割り当てる必要があります。

「ネットワークの設定メニュー」（P.4-5） を参照し

てください。

「起動時の問題の解決」（P.9-1） を参照してくださ

い。

5. TFTP サーバへのアクセス。

DHCP サーバは、IP アドレスの割り当てに加えて、

Cisco Unified IP Phone を TFTP サーバに経路指定しま

す。電話機の IP アドレスが静的に定義されている場合、

その電話機にローカルで TFTP サーバを設定する必要があ

ります。この設定によって、その電話機は TFTP サーバと

直接交信します。

（注） また、DHCP で割り当てられたものを使用しないで、

代替 TFTP サーバを割り当てることもできます。

「ネットワークの設定メニュー」（P.4-5） を参照し

てください。

「起動時の問題の解決」（P.9-1） を参照してくださ

い。

6. CTL ファイルの要求。

TFTP サーバは CTL ファイルを保存します。このファイ

ルには、電話機と Cisco Unified Communications 
Manager の間の安全な接続を確立するために必要な証明

書も含まれています。

『Cisco Unified Communications Manager 
Security Guide』の「Configuring the Cisco CTL 
Client」を参照してください。

7. ITL ファイルの要求

電話機は、まず CTL ファイルを要求し、次に ITL ファイ

ルを要求します。ITL ファイルは電話機が信頼できるエン

ティティの証明書を含んでいます。証明書は、サーバとの

安全な接続の認証、またはサーバによるデジタル署名の認

証に使用されます。

『Cisco Unified Communications Manager 
Security Guide』の「Security by Default」を参照

してください。

表 2-4 Cisco Unified IP Phone 起動プロセス （続き）

タスク 目的 関連項目

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/security/8_0_1/secugd/secuauth.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/security/8_0_1/secugd/secuauth.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/security/8_0_1/secugd/secuauth.html
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Cisco Unified Communications Manager データベース
への電話機の追加

Cisco Unified IP Phone を設置する前に、Cisco Unified Communications Manager データベースに電

話機を追加する方法を選択する必要があります。この項では、その方法について説明します。

• 「自動登録による電話機の追加」（P.2-10）

• 「自動登録と TAPS による電話機の追加」（P.2-11）

• 「Cisco Unified CM の管理による電話機の追加」（P.2-11）

• 「BAT による電話機の追加」（P.2-12）

8. 設定ファイルの要求。

TFTP サーバには、設定ファイルがあります。この設定

ファイルには、Cisco Unified Communications Manager 
との接続に関するパラメータ、および電話機に関するその

他の情報が定義されています。

「電話機の設定ファイルの概要」（P.2-6） を参照し

てください。

「起動時の問題の解決」（P.9-1） を参照してくださ

い。

9. Cisco Unified Communications Manager との交信。

設定ファイルは、Cisco Unified IP Phone と Cisco 
Unified Communications Manager との間の通信方法、お

よびロード ID を電話機に提供する方法を定義します。設

定ファイルを TFTP サーバから取得した後、電話機は、リ

スト上で最も優先順位が高い Cisco 
Unified Communications Manager との接続を試みます。

（暗号化または認証された）セキュアなシグナリングのた

めに電話機のセキュリティ プロファイルを設定し、Cisco 
Unified Communications Manager をセキュア モードに設

定している場合、電話機は TLS 接続を実行します。セ

キュリティが実装されていない場合、電話機は非セキュア 
TCP 接続を実行します。

電話機がデータベースに手動で追加された場合、Cisco 
Unified Communications Manager はその電話機を識別し

ます。電話機がデータベースに手動で追加されていない場

合、自動登録が Cisco Unified Communications Manager 
で有効になっていれば、その電話機は、Cisco 
Unified Communications Manager データベースに対して

その電話機自体の自動登録を試みます。

（注） CTL クライアントを設定している場合、自動登録

は無効になっています。この場合、Cisco Unified 
Communications Manager データベースに電話機

を手動で追加する必要があります。

「電話機の設定ファイルの概要」（P.2-6） を参照し

てください。

「起動時の問題の解決」（P.9-1） を参照してくださ

い。

表 2-4 Cisco Unified IP Phone 起動プロセス （続き）

タスク 目的 関連項目
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表 2-5 は、Cisco Unified Communications Manager データベースに電話機を追加する方法の概要を説

明しています。

自動登録による電話機の追加

電話機を設置する前に自動登録を有効にすることによって、次のことが可能になります。

• 事前に電話機から MAC アドレスを収集することなく電話機を追加できます。

• 電話機を IP テレフォニー ネットワークへ物理的に接続したときに、Cisco Unified IP Phone を 
Cisco Unified Communications Manager データベースに自動的に追加できす。自動登録時に、

Cisco Unified Communications Manager は、連番の電話番号から次に使用可能な番号を電話機に

割り当てます。

• 電話機を Cisco Unified Communications Manager データベースにすばやく入力でき、電話番号な

どの設定を Cisco Unified Communications Manager から変更できます。

• 自動登録された電話機を新しい場所に移動したり、別のデバイス プールに割り当てたりしても、

その電話番号が変更されることはありません。

（注） ネットワークに追加する電話機が 100 台未満の場合は、自動登録を使用することを推奨します。ネッ

トワークに追加する電話機が 100 台を超える場合は、一括管理ツール（BAT）を使用します。「BAT に
よる電話機の追加」（P.2-12） を参照してください。

自動登録は、デフォルトで無効になっています。場合によっては自動登録を使用したくないことがあり

ます（たとえば特定の電話番号を電話に割り当てる、または、『Cisco Unified Communications 
Manager Security Guide』に説明されているように、Cisco Unified Communications Manager による安

全な接続の使用を計画している場合）。自動登録の有効化および設定については、『Cisco Unified 
Communications Manager Administration Guide』の「Enabling Auto-Registration」を参照してくださ

い。

表 2-5 Cisco Unified Communications Manager データベースに電話機を追加する方式

方式

MAC アドレス

の必要の有無 注意事項

自動登録 なし • 電話番号は自動的に割り当てられます。

• セキュリティまたは暗号化が有効になっている場合

は、使用できません。

Tool for Auto-Registered 
Phones Support（TAPS）
を使用した自動登録

なし 自動登録および一括管理ツール（BAT）が必要です。

ユーザが電話機から TAPS を発信するときに、デバイス

の MAC アドレスおよび DN を使用して Cisco 
Unified Communications Manager データベースを更新

します。

Cisco Unified CM の管理

の使用

あり 電話機を個々に追加する必要があります。

BAT の使用 あり 同じモデルの電話機のグループを追加できます。

電話機を Cisco Unified Communications Manager データ

ベースに追加するときに、スケジュールできます。
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（注） Cisco CTL クライアントを介してクラスタを混合モードに設定すると、自動登録は自動的に無効になり

ます。Cisco CTL クライアントを介してクラスタを非セキュア モードに設定すると、自動登録は自動

的に有効になりません。

関連項目

• 「自動登録と TAPS による電話機の追加」（P.2-11）

• 「Cisco Unified CM の管理による電話機の追加」（P.2-11）

• 「BAT による電話機の追加」（P.2-12）

自動登録と TAPS による電話機の追加

自動登録と Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）を使用して電話機を追加する場合、事前

に電話機から MAC アドレスを収集する必要はありません。

TAPS は、一括管理ツール（BAT）と連携し、すでに Cisco Unified Communications Manager データ

ベースにダミーの MAC アドレスで追加されている電話機の一群を更新します。TAPS を使用すると、

MAC アドレスが更新され、電話機に定義済みの設定がダウンロードされます。

（注） ネットワークに追加する電話機が 100 台未満の場合は、自動登録および TAPS を使用することを推奨

します。ネットワークに追加する電話機が 100 台を超える場合は、一括管理ツール（BAT）を使用し

ます。「BAT による電話機の追加」（P.2-12） を参照してください。

TAPS を実行するには、管理者またはエンド ユーザが TAPS の電話番号をダイヤルし、ボイス プロン

プトに従います。このプロセスが完了すると、電話機にその電話番号などの設定値がダウンロードさ

れ、Cisco Unified CM の管理で電話機の MAC アドレスが正しい値に更新されます。

TAPS が機能するためには、Cisco Unified CM の管理（[システム（System）] > [Cisco Unified CM]）
で自動登録を有効にする必要があります。

（注） Cisco CTL クライアントを介してクラスタを混合モードに設定すると、自動登録は自動的に無効になり

ます。Cisco CTL クライアントを介してクラスタを非セキュア モードに設定すると、自動登録は自動

的に有効になりません。

BAT および TAPS の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration 
Guide』を参照してください。

関連項目

• 「自動登録による電話機の追加」（P.2-10）

• 「Cisco Unified CM の管理による電話機の追加」（P.2-11）

• 「BAT による電話機の追加」（P.2-12）

Cisco Unified CM の管理による電話機の追加

Cisco Unified CM の管理を使用すると、各電話機を個別に Cisco Unified Communications Manager 
データベースに追加できます。そのためには、事前に各電話機の MAC アドレスを取得する必要があり

ます。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/bat/8_0_1/t18tsh.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/bat/8_0_1/t18tsh.html
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MAC アドレスの確認方法については、「Cisco Unified IP Phone の MAC アドレスの確認」（P.2-14）を

参照してください。

MAC アドレスを収集できたら、Cisco Unified CM の管理で [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] 
の順に選択し、[新規追加（Add New）] をクリックして開始します。

Cisco Unified Communications Manager の詳しい説明と概念については、『Cisco 
Unified Communications Manager Administration Guide』および『Cisco Unified Communications 
Manager System Guide』を参照してください。

関連項目

• 「自動登録による電話機の追加」（P.2-10）

• 「自動登録と TAPS による電話機の追加」（P.2-11）

• 「BAT による電話機の追加」（P.2-12）

BAT による電話機の追加

Cisco Unified Communications Bulk Administration Tool（BAT）は、Cisco Unified Communications 
Manager Administration のメニュー オプションであり、複数の電話機に対して登録などのバッチ操作

を実行できます。

TAPS を使用せずに BAT だけを使用して電話機を追加するには、まず対象の各電話機の MAC アドレ

スを取得する必要があります。

MAC アドレスの確認方法については、「Cisco Unified IP Phone の MAC アドレスの確認」（P.2-14）を

参照してください。

Cisco Unified Communications Manager へ電話を追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager から [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phone）] 
> [電話テンプレート（Phone Template）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 4 [デバイス プール（Device Pool）]、[電話ボタン テンプレート（Phone Button Template）]、[デバイ

ス セキュリティ プロファイル（Device Security Profile）] などの電話機固有のパラメータの詳細を入

力します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 Cisco Unified Communications Manager から [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [新規追加

（Add New）] を選択し、すでに作成済みの BAT 電話テンプレートを使用して、電話を追加します。

BAT の詳細な手順については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration Guide』
を参照してください。BAT 電話テンプレート作成の詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager Bulk Administration Guide』の「Phone Template」を参照してください。

関連項目

• 「自動登録による電話機の追加」（P.2-10）

• 「自動登録と TAPS による電話機の追加」（P.2-11）

• 「Cisco Unified CM の管理による電話機の追加」（P.2-11）

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/bat/8_0_1/t03phtmp.html
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さまざまなプロトコルを用いた Cisco Unified IP Phone の
使用

Cisco Unified IP Phone は、Skinny Client Control Protocol（SCCP）または SIP（セッション開始プロ

トコル）を用いて使用できます。あるプロトコルを使用している電話機を、別のプロトコルを使用する

ように変更することができます。

この項では、次の項目について説明します。

• 「新しい電話機での SCCP から SIP へのプロトコルの変更」（P.2-13）

• 「使用中の電話機でのあるプロトコルから別のプロトコルへの変更」（P.2-13）

• 「SCCP と SIP が混在する環境への電話機の導入」（P.2-14）

新しい電話機での SCCP から SIP へのプロトコルの変更

新しい未使用の電話機は、デフォルトでは SCCP を使用するように設定されます。この電話機を SIP 
を使用するように変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次のどちらかの操作を行います。

• 電話機を自動登録するには、Cisco Unified CM の管理の自動登録電話プロトコル パラメータに 
SIP を設定します。

• 一括管理ツール（BAT）を使用して電話機を設定するには、該当の電話機モデルを選択し、BAT 
から SIP を選択します。

• 電話機を手動で設定するには、Cisco Unified CM の管理の [ 電話の設定（Phone Configuration）] 
ウィンドウで、SIP に関する該当の変更を行います。

Cisco Unified Communications Manager の設定の詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』を参照してください。BAT の使用方法の詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager Bulk Administration Guide』を参照してください。

ステップ 2 ネットワークで DHCP を使用していない場合は、電話機のネットワーク パラメータを設定します。

「起動時のネットワーク設定値の設定」（P.3-16） を参照してください。

ステップ 3 設定の更新を保存するには、[設定情報の適用（Apply Configuration Information）] ウィンドウの [設
定の適用（Apply Config）] をクリックし、[OK] をクリックして、電話機のユーザ電源投入サイクル

を実行します。

使用中の電話機でのあるプロトコルから別のプロトコルへの変更

使用中の電話機でプロトコルを別のプロトコルに変更する方法については、『Cisco Unified 
Communications Manager Administration Guide』の「Cisco Unified IP Phone Configuration」の章、

「Migrating Existing Phone Configuration to a Different Phone」セクションを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/bat/8_0_1/t18tsh.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_0_1/ccmcfg/b06phone.html
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第 2 章     Cisco Unified IP Phone をネットワークに設置するための準備

  Cisco Unified IP Phone の MAC アドレスの確認

SCCP と SIP が混在する環境への電話機の導入

SCCP と SIP が混在する環境で、Cisco Unified Communications Manager の自動登録パラメータに 
SCCP を設定して Cisco Unified IP Phone を導入するには、次の手順を実行します。

1. Cisco Unified Communications Manager の auto_registration_protocol パラメータを SCCP に設定

します。

Cisco Unified CM の管理で、[システム（System）] > [エンタープライズ パラメータ（Enterprise 
Parameters）] の順に選択します。

2. 電話機を設置します。

3. Cisco Unified Communications Manager 自動登録プロトコル エンタープライズ パラメータを SIP 
に変更します。

4. SIP 電話機を自動登録します。

Cisco Unified IP Phone の MAC アドレスの確認
このマニュアルで説明されている手順の中には、Cisco Unified IP Phone の MAC アドレスの確認が必

要になるものがいくつかあります。次のいずれかの方法で、電話機の MAC アドレスを確認できます。

• 電話機から、[設定（Settings）] > [ネットワークの設定（Network Configuration）] を選択し、

[MAC アドレス（MAC Address）] フィールドを確認します。

• 電話機の背面にある MAC ラベルを調べる。

• 電話機の Web ページを表示し、[デバイス情報（Device Information）] ハイパーリンクをクリッ

クする。

Web ページへのアクセス方法については、「電話機の Web ページへのアクセス」（P.8-1）を参照し

てください。


	Cisco Unified IP Phone をネットワークに 設置するための準備
	他の Cisco Unified IP Communications 製品とのやり取 りの概要
	Cisco Unified IP Phone と Cisco Unified Communications Manager 間のやり取りの概要
	Cisco Unified IP Phone と VLAN 間のやり取りの概要

	電話機への電力供給
	電力供給のガイドライン
	電話機の消費電力とディスプレイの明るさ
	停電時の注意
	電力に関する追加情報

	電話機の設定ファイルの概要
	電話機の起動プロセスの概要
	Cisco Unified Communications Manager データベース への電話機の追加
	自動登録による電話機の追加
	自動登録と TAPS による電話機の追加
	Cisco Unified CM の管理による電話機の追加
	BAT による電話機の追加

	さまざまなプロトコルを用いた Cisco Unified IP Phone の 使用
	新しい電話機での SCCP から SIP へのプロトコルの変更
	使用中の電話機でのあるプロトコルから別のプロトコルへの変更
	SCCP と SIP が混在する環境への電話機の導入

	Cisco Unified IP Phone の MAC アドレスの確認


